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ナノ粒子のin situ サイズ計測の装置を開発し，その手法の概念実証が完了した。
今後１年では，

• サイズ推定手法の精度向上
• 製品プロトタイプの作成
• 市場調査

を行う。

Y字型マイクロ流体デバイスでナノ粒子を合成し，
そのサイズをin situ で計測する。

• ターゲットとする業界の選定
• 法務，知財のプロトコル整備
• プロトタイプの作成

マイクロ流体デバイスによるポリマーナノ粒子の合成は，新規ナノ粒子開発においては既存のバルク
合成より優れている。
しかしながら，合成されたナノ粒子のサイズ計測には別の装置が必要であり，開発が非効率である問
題がある。
そこで我々はマイクロ流体デバイス中で合成過程にある粒子のサイズを in situ で計測する手法を
開発する。さらに，その計測結果を合成条件へフィードバックすることにより，目的のナノ粒子を全自
動で合成する装置を作成し，販売する。
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